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I．はじめに 
 

１. 調査の目的 
「第４次茨木市総合計画」が平成 27 年度に目標年次を迎えるにあたり、これに続く「(仮

称)第５次茨木市総合計画」の策定に向け、高校生が日頃まちづくりについて考えている

ことや、まちづくりに対する率直な意見を把握し、計画策定の基礎資料とすることを目

的とする。 

 

 

２. 調査の概要 

(1)  調査対象 
茨木市内に立地する公立高等学校（６校）の生徒 1,562 人。 

図表I-１ 調査対象 

高等学校名 人数 

春日丘高等学校 315

茨木高等学校 338

茨木西高等学校 268

北摂つばさ高等学校 225

福井高等学校 174

茨木工科高等学校 242

合計 1,562

 

(2)  調査時期 
平成 25 年２月４日（月）～平成 25 年２月 18 日（月）。 

 

(3)  調査方法 
各高等学校を通じて配布・回収。 

 

(4)  回収率等 
 

配布・回収数 1,562 票 

有効回収数 1,558 票 

有効回収率 99.7％ 
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II．集計結果の概要 
 

１. 回答者の属性 

(1)  性別［問 1］ 
性別は「男性」53.3％、「女性」46.3％で「男性」のほうが多い。 

図表II-１ 性別 

(N=1558）

男
53.3%

無回答
0.4%

女
46.3%

 

 

(2)  茨木市に対する考え［問 2］ 
茨木市に対する考えについては「好き」が 33.5％で最も多く、ついで「どちらでもな

い」が 29.2％、「少し好き」が 20.1％となっている。 

図表II-２ 茨木市が好きか 

  (N=1558）

好き
33.5%

わからない
12.9%

嫌い
2.4%

少し嫌い
1.3%

どちらでもない
29.2%

少し好き
20.1%

無回答
0.6%
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(3)  居住地［問 3］ 
居住地は「茨木市内」が 30.9％、「茨木市以外の地域」56.9％で「茨木市以外の地域」

のほうが多い。 

図表II-３ 居住地 

(N=1558）

茨木市内
30.9%

無回答
12.3%

茨木市以外の
地域
56.9%

 

 

図表II-４ 居住地（クロス集計） 

 　
調
査
数

茨
木
市
内

茨
木
市
以
外
の
地
域

　
無
回
答

1558 481 886 191
100.0 30.9 56.9 12.3

春日丘高等学校 315 75 221 19
 100.0 23.8 70.2 6.0
茨木高等学校 338 74 234 30
 100.0 21.9 69.2 8.9
茨木西高等学校 265 93 133 39
 100.0 35.1 50.2 14.7
北摂つばさ高等学校 224 70 115 39
 100.0 31.3 51.3 17.4
福井高等学校 174 102 56 16
 100.0 58.6 32.2 9.2
茨木工科高等学校 242 67 127 48
 100.0 27.7 52.5 19.8

市全体

高
等
学
校

 
（注）上段：件数、下段：％ 

黒地の白文字は市全体の割合を 10 ポイント以上上回るもの、グレーの網掛けは

市全体の割合を 10 ポイント以上下回るものである。（以下同様） 
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２. 今後の定住意向について（茨木市在住の方） 

(1)  大学生や社会人になってからの居住意向［問 4］ 
茨木市内に住んでいる高校生の、大学生や社会人になってからの居住意向としては、

「できれば住みたい」が 37.6％で最も多く、ついで「わからない」が 32.6％、「ぜひ住み

たい」が 19.1％となっている。 

 

図表II-５  大学生や社会人になってからの居住意向 

(N=481）

ぜひ住みたい
19.1%

無回答
0.6%

わからない
32.6%

住みたくない
3.3%

できれば
住みたくない

6.7%

できれば
住みたい

37.6%

 

 

居住意向については、男女別でそれほど大きな差異はみられない。 

 

図表II-６  大学生や社会人になってからの居住意向（クロス集計） 

 　
調
査
数

ぜ
ひ
住
み
た
い

で
き
れ
ば
住
み
た
い

で
き
れ
ば
住
み
た
く
な
い

住
み
た
く
な
い

わ
か
ら
な
い

　
無
回
答

481 92 181 32 16 157 3
100.0 19.1 37.6 6.7 3.3 32.6 0.6

男 262 50 95 17 11 89 0
 100.0 19.1 36.3 6.5 4.2 34.0 0.0
女 218 42 86 15 5 67 3
 100.0 19.3 39.4 6.9 2.3 30.7 1.4

市全体

性
別
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(2)  住みたい理由［問 5］ 
茨木市内に住みたい理由は、「住み慣れたまちだから」が 88.3％で最も多く、ついで

「友人がいるから」が 48.4％、「家族がいるから」が 39.6％となっている。 

高校生の場合、生まれてからずっと同じ場所に住んでいる回答者が多いことが予想さ

れるため、外部環境に起因する要素よりも、地域とのつながりの影響が強いことがうか

がえる。 

 

図表II-７  住みたい理由（複数回答） 

（N=273）

88.3

48.4

39.6

24.9

12.1

10.6

6.6

5.9

2.9

2.2

1.1

1.1

1.1

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み慣れたまちだから

友人がいるから

家族がいるから

交通の便がよいから

いろいろな施設が整っているから

まちのイメージがよいから

自然環境に恵まれているから

遊び場所があるから

進学したい学校が近くにあるから

今後まちが繁栄・発展すると思うから

買い物が楽しめるから

やりたい仕事がありそうだから

その他

特に理由はない

無回答
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男女別にみると、男性よりも女性のほうが、「家族がいるから」の割合が高くなっている。 

 

図表II-８  住みたい理由（クロス集計） 

 

 
 　

調
査
数

住
み
慣
れ
た
ま
ち
だ
か
ら

友
人
が
い
る
か
ら

家
族
が
い
る
か
ら

交
通
の
便
が
よ
い
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
整
っ

て
い
る
か
ら

遊
び
場
所
が
あ
る
か
ら

買
い
物
が
楽
し
め
る
か
ら

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
か
ら

進
学
し
た
い
学
校
が
近
く

に
あ
る
か
ら

や
り
た
い
仕
事
が
あ
り
そ

う
だ
か
ら

今
後
ま
ち
が
繁
栄
・
発
展

す
る
と
思
う
か
ら

ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
が
よ
い

か
ら

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

　
無
回
答

273 241 132 108 68 33 16 3 18 8 3 6 29 3 0 1
100.0 88.3 48.4 39.6 24.9 12.1 5.9 1.1 6.6 2.9 1.1 2.2 10.6 1.1 0.0 0.4

男 145 131 68 39 38 21 11 1 12 2 2 5 21 1 0 0
100.0 90.3 46.9 26.9 26.2 14.5 7.6 0.7 8.3 1.4 1.4 3.4 14.5 0.7 0.0 0.0

女 128 110 64 69 30 12 5 2 6 6 1 1 8 2 0 1
100.0 85.9 50.0 53.9 23.4 9.4 3.9 1.6 4.7 4.7 0.8 0.8 6.3 1.6 0.0 0.8

市全体

性
別
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(3)  住みたくない理由［問 6］ 
茨木市内に住みたくない理由は、「家族と離れて暮らしたいから」、「やりたい仕事がな

さそうだから」がともに 22.9％で最も多く、ついで「進学したい学校が近くにないから」

が 20.8％となっており、進学や就職を機に茨木市を離れる可能性がある回答者も一定程

度いると考えられる。 

 

図表II-９  住みたくない理由（複数回答） 

（N=48）

22.9

22.9

20.8

14.6

12.5

10.4

8.3

6.3

4.2

4.2

2.1

2.1

16.7

6.3

6.3

0% 10% 20% 30% 40%

家族と離れて暮らしたいから

やりたい仕事がなさそうだから

進学したい学校が近くにないから

いろいろな施設が整っていないから

今後まちが繁栄・発展すると思えないから

遊び場所がないから

なじみのないまちだから

自然環境がよくないから

友人がいないから

交通の便がよくないから

買い物をするところがないから

まちのイメージがよくないから

その他

特に理由はない

無回答

  

  

図表II-１０  住みたくない理由（クロス集計） 

 

 

 

 

 　
調
査
数

な
じ
み
の
な
い
ま
ち
だ
か
ら

友
人
が
い
な
い
か
ら

家
族
と
離
れ
て
暮
ら
し
た
い

か
ら

交
通
の
便
が
よ
く
な
い
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
整
っ

て

い
な
い
か
ら

遊
び
場
所
が
な
い
か
ら

買
い
物
を
す
る
と
こ
ろ
が
な

い
か
ら

自
然
環
境
が
よ
く
な
い
か
ら

進
学
し
た
い
学
校
が
近
く
に

な
い
か
ら

や
り
た
い
仕
事
が
な
さ
そ
う

だ
か
ら

今
後
ま
ち
が
繁
栄
・
発
展
す

る
と
思
え
な
い
か
ら

ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
が
よ
く
な

い
か
ら

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

　
無
回
答

48 4 2 11 2 7 5 1 3 10 11 6 1 8 3 3
100.0 8.3 4.2 22.9 4.2 14.6 10.4 2.1 6.3 20.8 22.9 12.5 2.1 16.7 6.3 6.3

男 28 2 2 6 1 6 3 0 3 5 5 4 1 3 2 3
 100.0 7.1 7.1 21.4 3.6 21.4 10.7 0.0 10.7 17.9 17.9 14.3 3.6 10.7 7.1 10.7
女 20 2 0 5 1 1 2 1 0 5 6 2 0 5 1 0
 100.0 10.0 0.0 25.0 5.0 5.0 10.0 5.0 0.0 25.0 30.0 10.0 0.0 25.0 5.0 0.0

市全体

性
別
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３. 今後の定住意向について（茨木市以外に在住の方） 

(1)  社会人や大学生になったときの居住意向［問 7］ 
茨木市以外の地域に住んでいる高校生の、社会人や大学生になったときの居住意向は

「わからない」が 63.7％で最も多く、ついで「住みたくない」が 14.4％、「できれば住み

たくない」が 10.5％となっている。 

図表II-１１  大学生や社会人になったときの居住意向 

(N=886）

できれば
住みたい

7.9%

できれば
住みたくない

10.5%

住みたくない
14.4%わからない

63.7%

無回答
1.0%

ぜひ住みたい
2.5%

 

 

 

図表II-１２  大学生や社会人になったときの居住意向（クロス集計） 

 　
調
査
数

ぜ
ひ
住
み
た
い

で
き
れ
ば
住
み
た
い

で
き
れ
ば
住
み
た
く
な
い

住
み
た
く
な
い

わ
か
ら
な
い

　
無
回
答

886 22 70 93 128 564 9
100.0 2.5 7.9 10.5 14.4 63.7 1.0

男 464 14 34 41 59 308 8
 100.0 3.0 7.3 8.8 12.7 66.4 1.7
女 419 8 35 52 69 254 1
 100.0 1.9 8.4 12.4 16.5 60.6 0.2

市全体

性
別
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(2)  住みたい理由［問 8］ 
茨木市内に住みたい理由は「交通の便がよいから」が 42.4％で最も多く、ついで「い

ろいろな施設が整っているから」が 38.0％、「なじみのあるまちだから」が 37.0％とな

っている。 

「住みたい理由」の場合は、茨木市内在住の回答者とは視点が異なり、外部環境に起因

する要素の影響が強いことがうかがえる。 

 

図表II-１３  住みたい理由（複数回答） 

（N=92）

42.4

38.0

37.0

28.3

26.1

23.9

14.1

9.8

4.3

1.1

0.0

3.3

5.4

0% 20% 40% 60%

交通の便がよいから

いろいろな施設が整っているから

なじみのあるまちだから

遊び場所があるから

買い物が楽しめるから

まちのイメージがよいから

友人がいるから

自然環境に恵まれているから

進学したい学校が近くにあるから

今後まちが繁栄・発展すると思うから

やりたい仕事がありそうだから

その他

特に理由はない

 

 

図表II-１４  住みたい理由（クロス集計） 

 

 

 

 　
調
査
数

な
じ
み
の
あ
る
ま
ち
だ
か
ら

友
人
が
い
る
か
ら

交
通
の
便
が
よ
い
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
整
っ

て

い
る
か
ら

遊
び
場
所
が
あ
る
か
ら

買
い
物
が
楽
し
め
る
か
ら

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る

か
ら

進
学
し
た
い
学
校
が
近
く
に

あ
る
か
ら

や
り
た
い
仕
事
が
あ
り
そ
う

だ
か
ら

今
後
ま
ち
が
繁
栄
・
発
展
す

る
と
思
う
か
ら

ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
が
よ
い
か

ら そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

92 34 13 39 35 26 24 9 4 0 1 22 3 5
100.0 37.0 14.1 42.4 38.0 28.3 26.1 9.8 4.3 0.0 1.1 23.9 3.3 5.4

男 48 19 6 24 18 17 10 4 3 0 1 11 2 2
 100.0 39.6 12.5 50.0 37.5 35.4 20.8 8.3 6.3 0.0 2.1 22.9 4.2 4.2
女 43 14 7 14 17 9 14 5 1 0 0 11 1 3
 100.0 32.6 16.3 32.6 39.5 20.9 32.6 11.6 2.3 0.0 0.0 25.6 2.3 7.0

市全体

性
別
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(3)  住みたくない理由［問 9］ 
茨木市内に住みたくない理由は「なじみのないまちだから」が 30.3％で最も多く、つ

いで「進学したい学校が近くにないから」が 16.7％、「特に理由はない」が 16.3％とな

っている。 

また、「その他」15.8％の内容のうち最も多い理由は、「地元に住みたいから」である。 

 

図表II-１５  住みたくない理由（複数回答） 

（N=221）

30.3

16.7

14.5

13.1

12.2

11.3

9.5

6.8

6.3

5.9

5.0

15.8

16.3

2.3

0% 10% 20% 30% 40%

なじみのないまちだから

進学したい学校が近くにないから

自然環境がよくないから

交通の便がよくないから

まちのイメージがよくないから

遊び場所がないから

やりたい仕事がなさそうだから

友人がいないから

買い物をするところがないから

いろいろな施設が整っていないから

今後まちが繁栄・発展すると思えないから

その他

特に理由はない

無回答
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男女別にみると、男性では「自然環境がよくないから」の割合が女性よりも大幅に高

く、女性では「なじみのないまちだから」の割合が男性よりも高くなっている。 

 

図表II-１６  住みたくない理由（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 　
調
査
数

な
じ
み
の
な
い
ま
ち
だ
か
ら

友
人
が
い
な
い
か
ら

交
通
の
便
が
よ
く
な
い
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
整
っ

て

い
な
い
か
ら

遊
び
場
所
が
な
い
か
ら

買
い
物
を
す
る
と
こ
ろ
が
な

い
か
ら

自
然
環
境
が
よ
く
な
い
か
ら

進
学
し
た
い
学
校
が
近
く
に

な
い
か
ら

や
り
た
い
仕
事
が
な
さ
そ
う

だ
か
ら

今
後
ま
ち
が
繁
栄
・
発
展
す

る
と
思
え
な
い
か
ら

ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
が
よ
く
な

い
か
ら

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

　
無
回
答

221 67 15 29 13 25 14 32 37 21 11 27 35 36 5
100.0 30.3 6.8 13.1 5.9 11.3 6.3 14.5 16.7 9.5 5.0 12.2 15.8 16.3 2.3

男 100 23 5 12 8 10 5 20 16 9 8 18 18 15 3
 100.0 23.0 5.0 12.0 8.0 10.0 5.0 20.0 16.0 9.0 8.0 18.0 18.0 15.0 3.0
女 121 44 10 17 5 15 9 12 21 12 3 9 17 21 2
 100.0 36.4 8.3 14.0 4.1 12.4 7.4 9.9 17.4 9.9 2.5 7.4 14.0 17.4 1.7

市全体

性
別
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４. 市政に関する情報の入手方法について 

(1)  期待する情報入手手段［問 10］ 
市政に関する情報入手の手段として期待するものは「新聞、テレビなどのマスコミ報

道」が 33.2％で最も多く、ついで「広報いばらき（毎月１日発行）」が 25.6％、「市のパ

ソコン用ホームページ」が 25.2％となっている。 

 

図表II-１７ 期待する情報入手手段（複数回答） 

（N=1558）

33.2

25.6

25.2

24.6

22.0

13.1

11.6

7.9

2.7

2.4

2.7

8.5

0% 10% 20% 30% 40%

新聞、テレビなどのマスコミ報道

広報いばらき（毎月１日発行）

市のパソコン用ホームページ

市のスマートフォン・携帯電話用ホームページ

知人からの口コミ

市が作成するパンフレットやチラシ

市の公式Ｆａｃｅｂｏｏｋ・Ｔｗｉｔｔｅｒ

自治会からの回覧板

行政資料の閲覧（市役所・図書館等）

市が主催する学習会・講演会

その他

無回答

 

 

図表II-１８ 期待する情報入手手段（クロス集計） 

 

 

 

 

 　
調
査
数

広
報
い
ば
ら
き
（

毎
月
１
日

発
行
）

市
の
パ
ソ
コ
ン
用
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

市
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ

ン
・
携

帯
電
話
用
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

市
の
公
式
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
・
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

新
聞
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス

コ
ミ
報
道

市
が
主
催
す
る
学
習
会
・
講

演
会

自
治
会
か
ら
の
回
覧
板

市
が
作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
チ
ラ
シ

行
政
資
料
の
閲
覧
（

市
役

所
・
図
書
館
等
）

知
人
か
ら
の
口
コ
ミ

そ
の
他

　
無
回
答

1558 399 393 384 180 518 38 123 204 42 342 42 133
100.0 25.6 25.2 24.6 11.6 33.2 2.4 7.9 13.1 2.7 22.0 2.7 8.5

男 831 194 218 221 91 293 26 76 99 26 195 23 74
 100.0 23.3 26.2 26.6 11.0 35.3 3.1 9.1 11.9 3.1 23.5 2.8 8.9
女 721 205 173 162 89 225 12 46 105 16 146 19 57
 100.0 28.4 24.0 22.5 12.3 31.2 1.7 6.4 14.6 2.2 20.2 2.6 7.9
茨木市内 481 220 102 112 45 149 7 62 60 12 84 6 33
 100.0 45.7 21.2 23.3 9.4 31.0 1.5 12.9 12.5 2.5 17.5 1.2 6.9
茨木市以外の地域 886 140 257 229 113 313 24 46 128 27 199 30 80
 100.0 15.8 29.0 25.8 12.8 35.3 2.7 5.2 14.4 3.0 22.5 3.4 9.0

市全体

住
ま
い

性
別
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５. これからのまちづくりについて 

(1)  将来どんなまちに住みたいか［問 11］ 
将来どんなまちに住みたいかについては、「子育てがしやすいまち」が 35.9％で最も

多く、ついで「災害や犯罪の少ない安全安心なまち」が 30.3％、「身近な自然が多く、

環境に配慮したまち」が 30.0％となっている。 

 

図表II-１９  将来どんなまちに住みたいか（複数回答） 

（N=1558）

35.9

30.3

30.0

29.9

28.1

24.5

22.7

21.2

18.6

9.5

8.8

6.8

2.5

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子育てがしやすいまち

災害や犯罪の少ない安全安心なまち

身近な自然が多く、環境に配慮したまち

道路や公共交通など、交通が便利なまち

人々が集まり、にぎわいのあるまち

病院などが多く、医療が充実したまち

景観が美しいまち

災害に強いまち

高齢者や障害者が安心して暮らせるまち

産業が盛んで活気にあふれたまち

教育環境が整っているまち

文化・芸術を大切にするまち

その他

無回答
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男女別にみると、女性では「子育てがしやすいまち」の割合が男性よりも大幅に高く

なっている。 

居住地域別でみると、茨木市内では「高齢者や障害者が安心して暮らせるまち」の割

合が、茨木市以外の地域よりも高くなっている。 

 

図表II-２０  将来どんなまちに住みたいか（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 　
調
査
数

高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち

子
育
て
が
し
や
す
い
ま
ち

病
院
な
ど
が
多
く
、

医
療
が

充
実
し
た
ま
ち

災
害
に
強
い
ま
ち

身
近
な
自
然
が
多
く
、

環
境

に
配
慮
し
た
ま
ち

産
業
が
盛
ん
で
活
気
に
あ
ふ

れ
た
ま
ち

人
々
が
集
ま
り
、

に
ぎ
わ
い

の
あ
る
ま
ち

景
観
が
美
し
い
ま
ち

道
路
や
公
共
交
通
な
ど
、

交

通
が
便
利
な
ま
ち

教
育
環
境
が
整
っ

て
い
る
ま

ち 災
害
や
犯
罪
の
少
な
い
安
全

安
心
な
ま
ち

文
化
・
芸
術
を
大
切
に
す
る

ま
ち

そ
の
他

　
無
回
答

1558 290 559 381 330 468 148 438 353 466 137 472 106 39 35
100.0 18.6 35.9 24.5 21.2 30.0 9.5 28.1 22.7 29.9 8.8 30.3 6.8 2.5 2.2

男 831 140 233 199 186 265 85 212 195 241 79 246 53 29 22
 100.0 16.8 28.0 23.9 22.4 31.9 10.2 25.5 23.5 29.0 9.5 29.6 6.4 3.5 2.6
女 721 148 324 181 143 202 62 223 156 224 56 223 53 10 12
 100.0 20.5 44.9 25.1 19.8 28.0 8.6 30.9 21.6 31.1 7.8 30.9 7.4 1.4 1.7
茨木市内 481 116 167 110 97 135 48 144 110 121 33 153 38 10 14
 100.0 24.1 34.7 22.9 20.2 28.1 10.0 29.9 22.9 25.2 6.9 31.8 7.9 2.1 2.9
茨木市以外の地域 886 139 314 214 189 293 80 237 212 283 93 273 59 22 15
 100.0 15.7 35.4 24.2 21.3 33.1 9.0 26.7 23.9 31.9 10.5 30.8 6.7 2.5 1.7

市全体

住
ま
い

性
別
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６. 主要な分野ごとの取り組みについて 

(1)  最も重要だと思う文化・芸術に関する取り組み［問 12］ 
市が行う文化・芸術に関する取り組みについて、最も重要だと思うものは「優れた文

化・芸術に触れる機会の充実（イベント等の充実）」が 35.8％で最も多く、ついで「子

どもたちが文化・芸術に触れる機会の充実」が 32.4％、「歴史的建造物、まちなみの保

全」が 21.2％となっている。 

 

図表II-２１最も重要だと思う文化・芸術に関する取り組み（複数回答） 

（N=1558）

35.8

32.4

21.2

18.4

15.5

14.2

13.0

11.2

8.6

8.0

0.6

20.0

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

優れた文化・芸術に触れる機会の充実（イベント

等の充実）

子どもたちが文化・芸術に触れる機会の充実

歴史的建造物、まちなみの保全

国内や海外の友好・姉妹都市との文化交流の

促進
市民の自主的な文化・芸術活動への支援（サーク

ル活動への支援）

歴史・文化資源を活かした観光振興

文化・芸術施設の充実

新たな文化・芸術の創造

文化・芸術に関する情報発信

若手芸術家の育成

その他

よくわからない

無回答
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性別、居住地域別のいずれでみても、「優れた文化・芸術に触れる機会の充実」と「子

どもたちが文化・芸術に触れる機会の充実」の割合が高くなっている。 

 

図表II-２２最も重要だと思う文化・芸術に関する取り組み（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 　
調
査
数

優
れ
た
文
化
・
芸
術
に
触
れ

る
機
会
の
充
実
（

イ
ベ
ン
ト

等
の
充
実
）

市
民
の
自
主
的
な
文
化
・
芸

術
活
動
へ
の
支
援
（

サ
ー

ク

ル
活
動
へ
の
支
援
）

文
化
・
芸
術
に
関
す
る
情
報

発
信

文
化
・
芸
術
施
設
の
充
実

子
ど
も
た
ち
が
文
化
・
芸
術

に
触
れ
る
機
会
の
充
実

若
手
芸
術
家
の
育
成

新
た
な
文
化
・
芸
術
の
創
造

歴
史
的
建
造
物
、

ま
ち
な
み

の
保
全

歴
史
・
文
化
資
源
を
活
か
し

た
観
光
振
興

国
内
や
海
外
の
友
好
・
姉
妹

都
市
と
の
文
化
交
流
の
促
進

そ
の
他

よ
く
わ
か
ら
な
い

　
無
回
答

1558 557 241 134 203 505 125 174 331 222 287 10 312 44
100.0 35.8 15.5 8.6 13.0 32.4 8.0 11.2 21.2 14.2 18.4 0.6 20.0 2.8

男 831 280 115 87 101 243 79 111 184 123 134 7 186 29
 100.0 33.7 13.8 10.5 12.2 29.2 9.5 13.4 22.1 14.8 16.1 0.8 22.4 3.5
女 721 276 126 47 102 262 45 61 146 98 153 3 124 14
 100.0 38.3 17.5 6.5 14.1 36.3 6.2 8.5 20.2 13.6 21.2 0.4 17.2 1.9
茨木市内 481 198 83 44 59 177 34 59 104 55 98 6 74 12
 100.0 41.2 17.3 9.1 12.3 36.8 7.1 12.3 21.6 11.4 20.4 1.2 15.4 2.5
茨木市以外の地域 886 306 126 70 124 274 79 86 198 147 160 3 196 22
 100.0 34.5 14.2 7.9 14.0 30.9 8.9 9.7 22.3 16.6 18.1 0.3 22.1 2.5

市全体

住
ま
い

性
別
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(2)  最も重要だと思う防災に関する取り組み［問 13］ 
市が行う防災に関する取り組みについて、最も重要だと思うものは「建物の耐震化工

事や耐震診断の促進」が 35.6％で最も多く、ついで「災害に備えた物資の備え」が 34.5％、

「道路の整備による避難経路の確保」が 28.2％となっている。 

 

図表II-２３  最も重要だと思う防災に関する取り組み（複数回答） 

（N=1558）

35.6

34.5

28.2

22.7

21.4

18.2

16.9

15.8

13.5

5.8

4.0

0.7

14.8

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

建物の耐震化工事や耐震診断の促進

災害に備えた物資の備え

道路の整備による避難経路の確保

災害発生時の情報伝達手段の整備

災害時の避難場所（公共施設）の充実

避難場所の確認や、家庭における災害への備え

など、市民が意識を高く持つこと

小・中学校や幼稚園・保育所での防災教育

下水道（雨水）や川の整備による浸水被害対策

がけ崩れなどの危険な場所の把握と整備

様々な災害を想定した防災訓練や講習会の開催

地域の自主的な防災組織への支援

その他

よくわからない

無回答
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男女別にみると、女性では「災害時の避難場所（公共施設）の充実」の割合が男性よ

りも大幅に高くなっている。 

 

図表II-２４  最も重要だと思う防災に関する取り組み（クロス集計） 

 

 
 　

調
査
数

道
路
の
整
備
に
よ
る
避
難
経
路

の
確
保

建
物
の
耐
震
化
工
事
や
耐
震
診

断
の
促
進

下
水
道
（

雨
水
）

や
川
の
整
備

に
よ
る
浸
水
被
害
対
策

が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
な
場
所

の
把
握
と
整
備

災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
手
段

の
整
備

災
害
に
備
え
た
物
資
の
備
え

災
害
時
の
避
難
場
所
（

公
共
施

設
）

の
充
実

様
々
な
災
害
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
や
講
習
会
の
開
催

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育

所
で
の
防
災
教
育

避
難
場
所
の
確
認
や
、

家
庭
に

お
け
る
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、

市
民
が
意
識
を
高
く
持
つ
こ
と

地
域
の
自
主
的
な
防
災
組
織
へ

の
支
援

そ
の
他

よ
く
わ
か
ら
な
い

　
無
回
答

1558 439 554 246 211 353 538 333 90 264 283 62 11 231 43
100.0 28.2 35.6 15.8 13.5 22.7 34.5 21.4 5.8 16.9 18.2 4.0 0.7 14.8 2.8

男 831 246 318 166 114 183 270 141 45 126 128 31 8 128 26
 100.0 29.6 38.3 20.0 13.7 22.0 32.5 17.0 5.4 15.2 15.4 3.7 1.0 15.4 3.1
女 721 192 235 80 96 169 266 192 45 138 155 31 3 101 16
 100.0 26.6 32.6 11.1 13.3 23.4 36.9 26.6 6.2 19.1 21.5 4.3 0.4 14.0 2.2
茨木市内 481 159 188 90 62 119 174 93 20 90 89 20 2 46 13
 100.0 33.1 39.1 18.7 12.9 24.7 36.2 19.3 4.2 18.7 18.5 4.2 0.4 9.6 2.7
茨木市以外の地域 886 235 309 121 116 204 302 206 59 141 167 35 7 147 23
 100.0 26.5 34.9 13.7 13.1 23.0 34.1 23.3 6.7 15.9 18.8 4.0 0.8 16.6 2.6

市全体

住
ま
い

性
別
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(3)  最も重要だと思う大学連携に関する取り組み［問 14］ 
大学連携（市内等にある大学が、高校・高校生等と連携して地域の活性化や地域貢献

を行うこと）に関する取り組みについて、最も重要だと思うものは「大学教員による高

校生向け講座の実施」が 32.5％で最も多く、ついで「大学施設（図書館・グラウンド等）

の市民への開放」が 30.2％、「大学生によるクラブ活動（中学校・高校）の支援」が 27.0％

となっている。 

 

図表II-２５  最も重要だと思う大学連携に関する取り組み（複数回答） 

（N=1558）

32.5

30.2

27.0

21.8

19.5

0.8

18.3

3.0

0% 10% 20% 30% 40%

大学教員による高校生向け講座の実施

大学施設（図書館・グラウンド等）の市民への開放

大学生によるクラブ活動（中学校・高校）の支援

大学生・高校生の連携によるまちづくり活動

（ボランティア活動等）への参画

大学の通常授業の受講

その他

特に期待することはない

無回答

  

  

 

図表II-２６  最も重要だと思う大学連携に関する取り組み（クロス集計） 

 　
調
査
数

大
学
教
員
に
よ
る
高
校
生
向
け

講
座
の
実
施

大
学
の
通
常
授
業
の
受
講

大
学
生
・
高
校
生
の
連
携
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
（

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動
等
）

へ
の
参
画

大
学
施
設
（

図
書
館
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
等
）

の
市
民
へ
の
開
放

大
学
生
に
よ
る
ク
ラ
ブ
活
動

（

中
学
校
・
高
校
）

の
支
援

そ
の
他

特
に
期
待
す
る
こ
と
は
な
い

　
無
回
答

1558 507 304 339 471 420 12 285 47
100.0 32.5 19.5 21.8 30.2 27.0 0.8 18.3 3.0

男 831 261 151 158 261 247 7 167 31
 100.0 31.4 18.2 19.0 31.4 29.7 0.8 20.1 3.7
女 721 245 152 181 210 172 5 115 15
 100.0 34.0 21.1 25.1 29.1 23.9 0.7 16.0 2.1
茨木市内 481 153 99 110 167 144 3 76 11
 100.0 31.8 20.6 22.9 34.7 29.9 0.6 15.8 2.3
茨木市以外の地域 886 303 170 189 263 226 6 166 25
 100.0 34.2 19.2 21.3 29.7 25.5 0.7 18.7 2.8

市全体

住
ま
い

性
別
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(4)  市中心部でのまちづくりについて期待すること［問 15］ 
市中心部でのまちづくりについて期待することは「大規模なスーパーや商業・娯楽施

設などの立地」が 37.2％で最も多く、ついで「歩行者や自転車が安心して移動できる環

境整備や改善」が 34.6％、「市のシンボルエリアとして、ＪＲ茨木駅・阪急茨木市駅周

辺での魅力づくり」が 32.3％となっている。 

 

図表II-２７  市中心部でのまちづくりについて期待すること（複数回答） 

（N=1558）

37.2

34.6

32.3

30.9

13.0

2.1

12.4

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大規模なスーパーや商業・娯楽施設などの立地

歩行者や自転車が安心して移動できる環境整備

や改善

市のシンボルエリアとして、ＪＲ茨木駅・阪急茨木

市駅周辺での魅力づくり

魅力的なお店の立地や、イベントなどの開催

による商店街のにぎわいづくり

文化施設や交流施設といった、駅周辺にあると

便利な施設の整備

その他

特に期待することはない

無回答

 

 

男女別にみると、女性では「魅力的なお店の立地や、イベントなどの開催による商店

街のにぎわいづくり」の割合が高くなっている。 

 

図表II-２８  市中心部でのまちづくりについて期待すること（クロス集計） 

 　
調
査
数

市
の
シ
ン
ボ
ル
エ
リ
ア
と
し

て
、

Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
・
阪
急
茨
木

市
駅
周
辺
で
の
魅
力
づ
く
り

魅
力
的
な
お
店
の
立
地
や
、

イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
に
よ
る
商

店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

大
規
模
な
ス
ー

パ
ー

や
商
業
・

娯
楽
施
設
な
ど
の
立
地

文
化
施
設
や
交
流
施
設
と
い
っ

た
、

駅
周
辺
に
あ
る
と
便
利
な

施
設
の
整
備

歩
行
者
や
自
転
車
が
安
心
し
て

移
動
で
き
る
環
境
整
備
や
改
善

そ
の
他

特
に
期
待
す
る
こ
と
は
な
い

　
無
回
答

1558 504 482 579 202 539 32 193 45
100.0 32.3 30.9 37.2 13.0 34.6 2.1 12.4 2.9

男 831 277 221 330 110 274 23 113 29
 100.0 33.3 26.6 39.7 13.2 33.0 2.8 13.6 3.5
女 721 226 260 249 92 264 9 77 15
 100.0 31.3 36.1 34.5 12.8 36.6 1.2 10.7 2.1
茨木市内 481 169 160 197 77 171 7 42 10
 100.0 35.1 33.3 41.0 16.0 35.6 1.5 8.7 2.1
茨木市以外の地域 886 277 264 313 103 320 18 121 27
 100.0 31.3 29.8 35.3 11.6 36.1 2.0 13.7 3.0

市全体

住
ま
い

性
別
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(5)  最も重要だと思う子育て支援のための取り組み［問 16］ 
子育て支援のための取り組みとして最も重要だと思われるものは「保育所等の子ども

を預かる場所の充実」が 40.2％で最も多く、ついで「子育てに必要な金銭的な支援の充

実」が 27.7％、「仕事と子育てを両立できるようにするための企業への働きかけ」が

26.9％となっている。 

 

図表II-２９ 最も重要だと思う子育て支援のための取り組み（複数回答） 

（N=1558）

40.2

27.7

26.9

25.4

22.1

18.3

17.8

16.4

14.5

1.0

14.4

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

保育所等の子どもを預かる場所の充実

子育てに必要な金銭的な支援の充実

仕事と子育てを両立できるようにするための

企業への働きかけ

住宅や公園等の充実など、子育て家庭に配慮

したまちづくり

虐待防止など、地域全体で子どもに関心をもって

見守る体制の充実

男性の子育て参加を進めるための取り組み

小・中学校における特色のある教育

子育て相談窓口の充実

身近な地域でお互いに子育てを助け合う

グループづくり

その他

よくわからない

無回答
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男女別にみると、女性では「保育所等の子どもを預かる場所の充実」の割合が男性よ

りも大幅に高くなっているほか、「仕事と子育てを両立できるようにするための企業へ

の働きかけ」の割合も、男性より高くなっている。 

 

図表II-３０ 最も重要だと思う子育て支援のための取り組み（クロス集計） 

 　
調
査
数

保
育
所
等
の
子
ど
も
を
預
か

る
場
所
の
充
実

子
育
て
相
談
窓
口
の
充
実

男
性
の
子
育
て
参
加
を
進
め

る
た
め
の
取
り
組
み

身
近
な
地
域
で
お
互
い
に
子

育
て
を
助
け
合
う
グ
ル
ー

プ

づ
く
り

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
企
業

へ
の
働
き
か
け

小
・
中
学
校
に
お
け
る
特
色

の
あ
る
教
育

子
育
て
に
必
要
な
金
銭
的
な

支
援
の
充
実
（

例
：
子
ど
も

の
医
療
費
の
補
助
な
ど
）

住
宅
や
公
園
等
の
充
実
な

ど
、

子
育
て
家
庭
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り

虐
待
防
止
な
ど
、

地
域
全
体

で
子
ど
も
に
関
心
を
も
っ
て

見
守
る
体
制
の
充
実

そ
の
他

よ
く
わ
か
ら
な
い

　
無
回
答

1558 627 256 285 226 419 277 432 395 344 15 225 44
100.0 40.2 16.4 18.3 14.5 26.9 17.8 27.7 25.4 22.1 1.0 14.4 2.8

男 831 274 130 159 124 193 170 227 200 176 12 142 31
 100.0 33.0 15.6 19.1 14.9 23.2 20.5 27.3 24.1 21.2 1.4 17.1 3.7
女 721 351 126 126 102 226 107 205 193 166 3 81 12
 100.0 48.7 17.5 17.5 14.1 31.3 14.8 28.4 26.8 23.0 0.4 11.2 1.7
茨木市内 481 211 84 97 66 133 96 157 126 108 5 46 13
 100.0 43.9 17.5 20.2 13.7 27.7 20.0 32.6 26.2 22.5 1.0 9.6 2.7
茨木市以外の地域 886 350 135 160 126 253 147 234 230 194 9 143 23
 100.0 39.5 15.2 18.1 14.2 28.6 16.6 26.4 26.0 21.9 1.0 16.1 2.6

市全体

住
ま
い

性
別
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７. まちづくりにおける市民参画について 

(1)  まちづくりへの市民の関わり方［問 17］ 
まちづくりへの市民の関わり方については「よくわからない」が 38.0％で最も多くな

っている。 

一方で、「市の大きな目標を考えることから具体的な事業を考えることまで、自分も参

加して、市役所といっしょになって考えたい」が 13.4％、「市の大きな目標を考えるこ

とは市役所に任せるが、具体な事業を考える段階では自分も参加して、市役所といっし

ょになって考えたい」が 22.2％であり、約４割は、「市役所といっしょになって考えた

い」という意向を示している。 

 

図表II-３１ まちづくりへの市民の関わり方 

(N=1558）

市の大きな目標を
考えることから具
体的な事業を考え
ることまで、自分も
参加して、市役所
といっしょになって

考えたい
13.4%

無回答
5.2%

その他
0.7%

よくわからない
38.0% 市の大きな目標を

考えることから具
体的な事業を考え
ることまで、基本的
には市役所に任

せて、自分は意見
を述べる機会があ

れば良い
20.5%

市の大きな目標を
考えることは市役
所に任せるが、具
体な事業を考える
段階では自分も参
加して、市役所と

いっしょになって考
えたい
22.2%
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男女別にみると、「市の大きな目標を考えることから具体的な事業を考えることまで、

自分も参加して、市役所といっしょになって考えたい」の割合は男性のほうがやや高く

なっており、「市の大きな目標を考えることは市役所に任せるが、具体な事業を考える段

階では自分も参加して、市役所といっしょになって考えたい」の割合は、女性のほうが

高くなっている。 

 

図表II-３２ まちづくりへの市民の関わり方（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　
調
査
数

市
の
大
き
な
目
標
を
考
え
る
こ
と

か
ら
具
体
的
な
事
業
を
考
え
る
こ

と
ま
で
、

自
分
も
参
加
し
て
、

市

役
所
と
い
っ

し
ょ

に
な
っ

て
考
え

た
い

市
の
大
き
な
目
標
を
考
え
る
こ
と

は
市
役
所
に
任
せ
る
が
、

具
体
な

事
業
を
考
え
る
段
階
で
は
自
分
も

参
加
し
て
、

市
役
所
と
い
っ

し
ょ

に
な
っ

て
考
え
た
い

市
の
大
き
な
目
標
を
考
え
る
こ
と

か
ら
具
体
的
な
事
業
を
考
え
る
こ

と
ま
で
、

基
本
的
に
は
市
役
所
に

任
せ
て
、

自
分
は
意
見
を
述
べ
る

機
会
が
あ
れ
ば
良
い

よ
く
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

　
無
回
答

1558 208 346 320 592 11 81
100.0 13.4 22.2 20.5 38.0 0.7 5.2

男 831 126 165 170 314 5 51
 100.0 15.2 19.9 20.5 37.8 0.6 6.1
女 721 82 180 150 275 6 28
 100.0 11.4 25.0 20.8 38.1 0.8 3.9
茨木市内 481 87 83 114 169 5 23
 100.0 18.1 17.3 23.7 35.1 1.0 4.8
茨木市以外の地域 886 101 216 173 345 4 47
 100.0 11.4 24.4 19.5 38.9 0.5 5.3

市全体

住
ま
い

性
別
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８. 理想のライフコース（生き方）について 

(1)  理想とするライフコース［問 18］ 

①  自分自身 
自分自身については「結婚し子どもを持ち、仕事も続けたい」が 51.6％で最も多く、

ついで「結婚し子どもを持つが、結婚あるいは子どもの誕生を機会にいったん退職し、

子育て後に再び仕事を持つ」が 20.5％、「結婚し子どもを持ち、結婚あるいは子どもの

誕生を機会に退職し、その後は仕事を持たない」が 10.5％となっている。 

 

図表II-３３ 自分自身 

(N=1558）

結婚し子どもを持
ち、結婚あるいは
子どもの誕生を機
会に退職し、その
後は仕事を持たな

い
10.5%

その他
3.8%

結婚せず、仕事を
続けたい

6.7%

結婚するが子ども
を持たず、仕事を

続けたい
2.6%

結婚し子どもを持
ち、仕事も続けた

い
51.6%

結婚し子どもを持
つが、結婚あるい
は子どもの誕生を
機会にいったん退
職し、子育て後に
再び仕事を持つ

20.5%

無回答
4.4%
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男女別にみると、男性では「結婚し子どもを持ち、仕事も続けたい」の割合が著しく

高いが、女性では「結婚し子どもを持ち、仕事も続けたい」と「結婚し子どもを持つが、

結婚あるいは子どもの誕生を機会にいったん退職し、子育て後に再び仕事を持つ」の割

合がそれぞれ３割程度になっている。 

 

図表II-３４ 自分自身（クロス集計） 

 　
調
査
数

結
婚
し
子
ど
も
を
持
ち
、

結
婚

あ
る
い
は
子
ど
も
の
誕
生
を
機

会
に
退
職
し
、

そ
の
後
は
仕
事

を
持
た
な
い

結
婚
し
子
ど
も
を
持
つ
が
、

結

婚
あ
る
い
は
子
ど
も
の
誕
生
を

機
会
に
い
っ

た
ん
退
職
し
、

子

育
て
後
に
再
び
仕
事
を
持
つ

結
婚
し
子
ど
も
を
持
ち
、

仕
事

も
続
け
た
い

結
婚
す
る
が
子
ど
も
を
持
た

ず
、

仕
事
を
続
け
た
い

結
婚
せ
ず
、

仕
事
を
続
け
た
い

そ
の
他

　
無
回
答

1558 163 319 804 40 104 59 69
100.0 10.5 20.5 51.6 2.6 6.7 3.8 4.4

男 831 44 49 569 20 63 40 46
 100.0 5.3 5.9 68.5 2.4 7.6 4.8 5.5
女 721 119 270 230 20 41 19 22
 100.0 16.5 37.4 31.9 2.8 5.7 2.6 3.1
茨木市内 481 56 101 239 10 36 17 22
 100.0 11.6 21.0 49.7 2.1 7.5 3.5 4.6
茨木市以外の地域 886 83 180 475 19 60 35 34
 100.0 9.4 20.3 53.6 2.1 6.8 4.0 3.8

市全体

住
ま
い

性
別
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②  パートナー 
一方、パートナーについては「子どもを持つが、仕事を続けてほしい」が 44.4％で最

も多く、ついで「子どもを持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機会に退職し、その後は

仕事を持ってほしくない」が 19.0％、「子どもを持つが、結婚あるいは子どもの誕生を

機会にいったん退職し、子育て後に再び仕事を持ってほしい」が 18.4％となっている。 

 

図表II-３５ パートナー 

(N=1558）

子どもを持ち、結
婚あるいは子ども
の誕生を機会に退
職し、その後は仕
事を持ってほしくな

い
19.0%

無回答
5.8%

その他
7.8%

子どもを持たず、
仕事を続け
てほしい

4.6%

子どもを持つが、
仕事を続けてほし

い
44.4%

子どもを持つが、
結婚あるいは子ど
もの誕生を機会に
いったん退職し、

子育て後に再び仕
事を持ってほしい

18.4%

 

男女別にみると、女性では「子どもを持つが、仕事を続けてほしい」の割合が著しく

高いが、男性では「子どもを持ち、結婚あるいは子どもの誕生を機会に退職し、その後

は仕事を持ってほしくない」と「子どもを持つが、結婚あるいは子どもの誕生を機会に

いったん退職し、子育て後に再び仕事を持ってほしい」の割合がそれぞれ約３割になっ

ている。 

図表II-３６ パートナー（クロス集計） 

  　
調
査
数

子
ど
も
を
持
ち
、

結
婚
あ
る
い

は
子
ど
も
の
誕
生
を
機
会
に
退

職
し
、

そ
の
後
は
仕
事
を
持
っ

て
ほ
し
く
な
い

子
ど
も
を
持
つ
が
、

結
婚
あ
る

い
は
子
ど
も
の
誕
生
を
機
会
に

い
っ

た
ん
退
職
し
、

子
育
て
後

に
再
び
仕
事
を
持
っ

て
ほ
し
い

子
ど
も
を
持
つ
が
、

仕
事
を
続

け
て
ほ
し
い

子
ど
も
を
持
た
ず
、

仕
事
を
続

け
て
ほ
し
い

そ
の
他

　
無
回
答

1558 296 286 692 72 121 91
100.0 19.0 18.4 44.4 4.6 7.8 5.8

男 831 278 230 127 38 99 59
 100.0 33.5 27.7 15.3 4.6 11.9 7.1
女 721 16 53 565 34 22 31
 100.0 2.2 7.4 78.4 4.7 3.1 4.3
茨木市内 481 109 86 199 24 35 28
 100.0 22.7 17.9 41.4 5.0 7.3 5.8
茨木市以外の地域 886 150 165 410 38 74 49
 100.0 16.9 18.6 46.3 4.3 8.4 5.5

市全体

住
ま
い

性
別





 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料】アンケート調査票 

 





 



 



 



 



 



 



 



 



 

 


